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市政情報

「学生納付特例制度」の申請はお済みですか？

問合先　保険年金課国民年金担当

対象者

・大学、大学院、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校、
各種学校 (学校教育法で規定されている修業年限が 1年以上の
課程 )に在籍している学生	
・所得が 118 万円＋扶養親族数 ×38 万円＋社会保険料控除など

申請方法

・市役所または年金事務所の窓口で申請書を提出
※　令和元年度に学生納付特例の納付猶予を承認された方で令和2
年度在学予定の方には、機構から申請書(ハガキ)が3月末に送付さ
れるので、必要事項を記入して、返送することで更新ができます

申請に
必要なもの

①本人確認書類(免許証、パスポート、健康保険証)
②年金手帳
③申請年度に有効な学生証(両面コピー可)または在学証明書
※　代理人が来られる場合(世帯同一の方)の追加書類
・代理人の本人確認書類
・印鑑

学生納付特例

老齢基礎年金 障害・遺族基礎年金

受給資格期間へ
の算入 年金額への反映 受給資格期間への算入

○ × ○

　
20
歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら
、
国

民
年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
学
生
の

方
で
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
、

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。

　
猶
予
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料

は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
古
い
期

間
か
ら
順
に
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す（
追
納
）。
た
だ
し
、
承
認
を

受
け
た
年
度
の
翌
年
度
か
ら
起
算

し
て
、
３
年
度
目
以
降
は
、
当
時

の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ

た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
の

で
、
お
早
目
の
追
納
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　
追
納
に
よ
り
納
め
た
保
険
料

は
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
に
反

映
さ
れ
ま
す
。

申
請
窓
口

保
険
年
金
課
国
民
年
金
担
当

産前産後期間の国民年金保険料免除制度

問合先　保険年金課国民年金担当

　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
が

出
産
し
た
際
に
は
、
出
産
前
後
の

一
定
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が

免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
産
前
産
後
期
間
と
し
て
認
め
ら

れ
た
期
間
は
、
保
険
料
を
納
め
た

期
間
と
し
て
扱
わ
れ
る
た
め
将
来

の
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　
期
間
中
は
保
険
料
が
免
除
さ
れ

ま
す
が
、
付
加
保
険
料（
４
０
０

円
）は
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
す
で
に
保
険
料
を
前

納
さ
れ
た
場
合
、
期
間
中
の
保
険

料
は
還
付
と
な
り
ま
す
。

※
　
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日（
４
　

か
月
）以
上
の
出
産
を
い
い
ま
す

（
死
産
、
流
産
、
早
産
さ
れ
た
方

を
含
み
ま
す
）

対
象
者
　
国
民
年
金
第
１
号
被
保

険
者
で
出
産
日
が
平
成
31
年
２
月

１
日
以
降
の
方

免
除
期
間

・
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が

属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か
月
間

・
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予

定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月

の
３
か
月
前
か
ら
６
か
月
間
　
　

申
請
窓
口
　
保
険
年
金
課

　
出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か
ら

申
請
可
能
で
す
。
出
産
日
前
に
届

書
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
母
子

健
康
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
出
産
後
に
届
書
を
提

出
す
る
場
合
に
は
原
則
不
要
で

す
。
た
だ
し
、
被
保
険
者
と
子
が

別
世
帯
の
場
合
に
は
、
出
産
日
な

ど
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
が
必
要

で
す
。

令和2年度国民年金保険料の
前納について

問合先　保険年金課国民年金担当

　
令
和
２
年
４
月
か
ら
の
国
民
年

金
保
険
料
は
、
月
額
１
万
６
５
４

０
円
で
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
を
ま
と
め
て

前
払
い（
前
納
）す
る
と
、
割
引
き

が
適
用
さ
れ
、
お
得
で
す
。

※
　
口
座
振
替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
に
よ
る
令
和
２
年
４
月
か
ら

の
前
納
は
、
２
月
末
日
で
受
付
を

終
了
し
ま
し
た

　
現
金（
納
付
書
）に
よ
る
２
年
前

納
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
年
金
事

務
所
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
申

請
書
を
お
送
り
し
ま
す
。　

ま
た
、

日
本
年
金

機
構
の
ホ

ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
申

請
書
を
掲

載
し
て
い

ま
す
。

納付書での前納の場合
区分 保険料額 割引額
6か月 9万8430円 810円
1年 19万4960円 3520円
2年 38万3210円 1万4590円
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4月1日から市の組織が変わりました

問合先　政策推進課政策担当

　
高
齢
者
福
祉
課
と
健
康
増
進
課

の
所
掌
業
務
を
、
新
設
し
た
「
介

護
保
険
課
」、「
健
康
長
寿
課
」
に

再
編
し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
福

祉
課
と
健
康
増
進
課
を
廃
止
し
ま

し
た
。

介
護
保
険
課（
１
階
）

　
こ
れ
ま
で
高
齢
者
福
祉
課
が
担

当
し
て
い
た
介
護
保
険
部
門
が

「
介
護
保
険
課
」
と
な
り
ま
し
た
。

健
康
長
寿
課（
２
階
）

　
高
齢
者
福
祉
課
が
担
当
し
て
い

た
事
業
部
門（
地
域
包
括
ケ
ア
推

進
・
高
齢
者
福
祉
）に
、
健
康
増

進
課
が
担
当
し
て
い
た
業
務
を
統

合
し
、「
健
康
長
寿
課
」
と
な
り

ま
し
た
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
を
核
と
し
た
健
康
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

都
市
施
設
保
全
課（
廃
止
）

　
所
掌
業
務
を
都
市
計
画
課
、
道

路
建
設
課
に
分
割
し
ま
し
た
。

都
市
計
画
課（
２
階
）

　
新
た
に
公
園
緑
地
を
所
掌
し
、

推
進
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

道
路
建
設
課（
２
階
）

　
新
た
に
道
路
保
全
を
所
掌
し
、

道
路
整
備
の
一
元
化
を
図
り
ま
す
。

介護保険課の土曜窓口開庁の
終了のお知らせ

問合先　介護保険課介護保険担当

国民健康保険の加入・喪失の届出はお早めに

問合先　保険年金課国民健康保険担当

　
介
護
保
険
課（
３
月
ま
で
は
高

齢
者
福
祉
課
）の
土
曜
窓
口
開
庁

は
、
４
月
25
日
㈯
を
も
っ
て
終
了

し
ま
す
。
な
お
、
高
齢
者
の
介
護

な
ど
に
関
す
る
相
談
は
、
お
近
く

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

い
き
い
き（
三
ツ
木
16
―

１
市
役

所
１
階
☎
２
２
７・
６
１
７
１
、

5
２
２
７・６
１
７
２
）

か
ん
え
つ（
脚
折
１
４
５
―

１
関
越

　
国
保
に
加
入
す
る
と
き
、
国
保

を
や
め
る
と
き
は
、
届
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
近
年
、
医
療
保
険
の
加
入
手
続

き
を
し
て
い
な
い
「
無
保
険
者
」

が
増
加
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
病
気
や
ケ
ガ
に
備
え
る
た

め
に
も
国
保
の
加
入
手
続
き
を
必

ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

加
入
の
届
出

　
国
保
の
資
格
取
得
日
は
他
の
保

険
の
資
格
を
喪
失
し
た
日
で
す
。

届
出
が
遅
れ
る
と
国
保
税
も
遡
っ

て
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

届
出
に
必
要
な
も
の

①
職
場
の
健
康
保
険
を
喪
失
し
た

証
明
書
②
運
転
免
許
証
、
旅
券
な

ど（
官
公
署
が
発
行
し
た
顔
写
真

付
き
の
証
明
書
）③
個
人
番
号
カ

病
院
南
館
１
階
☎
２
８
５・７
８

７
７
、
5
２
８
５・７
８
６
６
）

い
ち
ば
ん
ぼ
し（
藤
金
８
７
１
―

３

つ
る
が
し
ま
中
央
交
流
セ
ン
タ
ー

内
☎
２
７
９・
０
７
７
７
5
２

７
９・０
７
７
８
）

ぺ
ん
ぎ
ん（
上
広
谷
５
―

１
プ
ラ
ザ

イ
ン
上
広
谷
１
階
☎
２
７
１・５

１
２
３
、
5
２
７
１・５
１
２
５
）

受
付
時
間
　
平
日
・
土
曜
日
８
時

30
分
～
17
時
15
分（
ぺ
ん
ぎ
ん
の

み
17
時
30
分
）

ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド（
個
人

番
号
が
確
認
で
き
る
も
の
）国
保

加
入
者
全
員
分

喪
失
の
届
出

　
国
保
の
資
格
喪
失
日
は
他
の
保

険
に
加
入
し
た
日
で
す
。
届
出
が

さ
れ
な
い
と
国
保
税
が
課
税
さ
れ

た
ま
ま
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
他

の
保
険
に
加
入
し
た
後
、
国
保
の

保
険
証
で
受
診
し
た
場
合
、
国
保

で
負
担
し
た
医
療
費
を
返
還
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

届
出
に
必
要
な
も
の

①
国
保
の
保
険
証
な
ど
交
付
書
類

②
職
場
の
保
険
証
③
個
人
番
号
カ

ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド（
個
人

番
号
が
確
認
で
き
る
も
の
）

※
　
①
～
③
と
も
に
国
保
加
入
者

全
員
分

西玄関

東玄関

1階

会計課

案内

障害者福祉課

トイレ
など

会議室
など

地域包括
支援センター
いきいき

こども支援課

保険年金課

市民課

税務課

収納課

介護保険課

都市計画課健康長寿課

福祉政策課

道路
建設課

区画整理課

産業振興課

生活環境課地域活動
推進課

ハロー
ワーク

オリンピッ
ク・パラリ
ンピックＰＴ

消費生活センター 圏央鶴ヶ島
ＩＣ担当

農業委員会
事務局

2階

トイレ
など
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問合先　保険年金課国民年金担当

　
令
和
２
年
４
月
か
ら
の
国
民
年

金
保
険
料
は
、
月
額
１
万
６
５
４

０
円
で
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
を
ま
と
め
て

前
払
い（
前
納
）す
る
と
、
割
引
き

が
適
用
さ
れ
、
お
得
で
す
。

※
　
口
座
振
替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
に
よ
る
令
和
２
年
４
月
か
ら

の
前
納
は
、
２
月
末
日
で
受
付
を

終
了
し
ま
し
た

　
現
金（
納
付
書
）に
よ
る
２
年
前

納
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
年
金
事

務
所
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
申

請
書
を
お
送
り
し
ま
す
。　

ま
た
、

日
本
年
金

機
構
の
ホ

ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
申

請
書
を
掲

載
し
て
い

ま
す
。

納付書での前納の場合
区分 保険料額 割引額
6か月 9万8430円 810円
1年 19万4960円 3520円
2年 38万3210円 1万4590円
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4月1日から市の組織が変わりました

問合先　政策推進課政策担当

　
高
齢
者
福
祉
課
と
健
康
増
進
課

の
所
掌
業
務
を
、
新
設
し
た
「
介

護
保
険
課
」、「
健
康
長
寿
課
」
に

再
編
し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
福

祉
課
と
健
康
増
進
課
を
廃
止
し
ま

し
た
。

介
護
保
険
課（
１
階
）

　
こ
れ
ま
で
高
齢
者
福
祉
課
が
担

当
し
て
い
た
介
護
保
険
部
門
が

「
介
護
保
険
課
」
と
な
り
ま
し
た
。

健
康
長
寿
課（
２
階
）

　
高
齢
者
福
祉
課
が
担
当
し
て
い

た
事
業
部
門（
地
域
包
括
ケ
ア
推

進
・
高
齢
者
福
祉
）に
、
健
康
増

進
課
が
担
当
し
て
い
た
業
務
を
統

合
し
、「
健
康
長
寿
課
」
と
な
り

ま
し
た
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
を
核
と
し
た
健
康
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

都
市
施
設
保
全
課（
廃
止
）

　
所
掌
業
務
を
都
市
計
画
課
、
道

路
建
設
課
に
分
割
し
ま
し
た
。

都
市
計
画
課（
２
階
）

　
新
た
に
公
園
緑
地
を
所
掌
し
、

推
進
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

道
路
建
設
課（
２
階
）

　
新
た
に
道
路
保
全
を
所
掌
し
、

道
路
整
備
の
一
元
化
を
図
り
ま
す
。

介護保険課の土曜窓口開庁の
終了のお知らせ

問合先　介護保険課介護保険担当

国民健康保険の加入・喪失の届出はお早めに

問合先　保険年金課国民健康保険担当

　
介
護
保
険
課（
３
月
ま
で
は
高

齢
者
福
祉
課
）の
土
曜
窓
口
開
庁

は
、
４
月
25
日
㈯
を
も
っ
て
終
了

し
ま
す
。
な
お
、
高
齢
者
の
介
護

な
ど
に
関
す
る
相
談
は
、
お
近
く

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

い
き
い
き（
三
ツ
木
16
―

１
市
役

所
１
階
☎
２
２
７・
６
１
７
１
、

5
２
２
７・６
１
７
２
）

か
ん
え
つ（
脚
折
１
４
５
―

１
関
越

　
国
保
に
加
入
す
る
と
き
、
国
保

を
や
め
る
と
き
は
、
届
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
近
年
、
医
療
保
険
の
加
入
手
続

き
を
し
て
い
な
い
「
無
保
険
者
」

が
増
加
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
病
気
や
ケ
ガ
に
備
え
る
た

め
に
も
国
保
の
加
入
手
続
き
を
必

ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

加
入
の
届
出

　
国
保
の
資
格
取
得
日
は
他
の
保

険
の
資
格
を
喪
失
し
た
日
で
す
。

届
出
が
遅
れ
る
と
国
保
税
も
遡
っ

て
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

届
出
に
必
要
な
も
の

①
職
場
の
健
康
保
険
を
喪
失
し
た

証
明
書
②
運
転
免
許
証
、
旅
券
な

ど（
官
公
署
が
発
行
し
た
顔
写
真

付
き
の
証
明
書
）③
個
人
番
号
カ

病
院
南
館
１
階
☎
２
８
５・７
８

７
７
、
5
２
８
５・７
８
６
６
）

い
ち
ば
ん
ぼ
し（
藤
金
８
７
１
―

３

つ
る
が
し
ま
中
央
交
流
セ
ン
タ
ー

内
☎
２
７
９・
０
７
７
７
5
２

７
９・０
７
７
８
）

ぺ
ん
ぎ
ん（
上
広
谷
５
―

１
プ
ラ
ザ

イ
ン
上
広
谷
１
階
☎
２
７
１・５

１
２
３
、
5
２
７
１・５
１
２
５
）

受
付
時
間
　
平
日
・
土
曜
日
８
時

30
分
～
17
時
15
分（
ぺ
ん
ぎ
ん
の

み
17
時
30
分
）

ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド（
個
人

番
号
が
確
認
で
き
る
も
の
）国
保

加
入
者
全
員
分

喪
失
の
届
出

　
国
保
の
資
格
喪
失
日
は
他
の
保

険
に
加
入
し
た
日
で
す
。
届
出
が

さ
れ
な
い
と
国
保
税
が
課
税
さ
れ

た
ま
ま
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
他

の
保
険
に
加
入
し
た
後
、
国
保
の

保
険
証
で
受
診
し
た
場
合
、
国
保

で
負
担
し
た
医
療
費
を
返
還
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

届
出
に
必
要
な
も
の

①
国
保
の
保
険
証
な
ど
交
付
書
類

②
職
場
の
保
険
証
③
個
人
番
号
カ

ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド（
個
人

番
号
が
確
認
で
き
る
も
の
）

※
　
①
～
③
と
も
に
国
保
加
入
者

全
員
分

西玄関

東玄関

1階

会計課

案内

障害者福祉課

トイレ
など

会議室
など

地域包括
支援センター
いきいき

こども支援課

保険年金課

市民課

税務課

収納課

介護保険課

都市計画課健康長寿課

福祉政策課

道路
建設課

区画整理課

産業振興課

生活環境課地域活動
推進課

ハロー
ワーク

オリンピッ
ク・パラリ
ンピックＰＴ

消費生活センター 圏央鶴ヶ島
ＩＣ担当

農業委員会
事務局

2階

トイレ
など
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市
内
で
は
「
空
き
家
」
が
増
え

続
け
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
と
な
っ
て
か
ら
の
管
理

が
行
き
届
か
な
い
と
、
雑
草
や
庭

木
の
繁
茂
に
よ
り
、
近
隣
の
皆
さ

ん
に
迷
惑
が
か
か
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
空
き
家
周
辺
に
お
住
ま
い
の
皆

さ
ん
に
配
慮
し
、
適
正
に
管
理
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
空
き
家（
予
定
含
む
）に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
相

談
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

見
回
り
・
雑
草
の
除
草
・
樹
木
の

伐
採
な
ど
で
困
っ
た
と
き
は
・
・

　
市
で
は
、
空
き
家
の
適
正
な
管

理
の
促
進
の
た
め
に
、
空
き
家
の

管
理
に
つ
い
て（
公
社
）鶴
ヶ
島
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
協
定

を
締
結
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
合
先

（
公
社
）鶴
ヶ
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

脚
折
１
５
６
２
―

1

☎
２
８
５・８
１
７
２

空
き
家
を
売
り
た
い
、

貸
し
た
い
・
・

　
空
き
家
の
売
却
・
賃
貸
に
つ
い

て
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
と
は
、
空
き
家

を
売
却
・
賃
貸
し
た
い
方
か
ら
登

録
を
受
け
た
物
件
情
報
を
、
宅
地

建
物
取
引
業
者
を
媒
介
し
空
き
家

を
購
入
・
賃
借
し
た
い
方
に
紹
介

す
る
制
度
で
す
。

　
市
で
は
、
空
き
家
の
利
活
用
の

促
進
の
た
め
に
、（
公
社
）埼
玉
県

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
埼
玉
西
部

支
部
と
空
き
家
バ
ン
ク
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

住宅の耐震診断・耐震改修に 
補助金を交付

問合先　都市計画課開発建築担当

対
象

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
木
造
２
階
建
て
以
下
の

戸
建
住
宅
ま
た
は
兼
用
住
宅

　
耐
震
改
修
は
、
耐
震
診
断
に
よ

る
安
全
性
評
価
が
１�

・�

０
未
満

の
建
築
物

補
助
金
額（
予
算
の
範
囲
内
）

耐
震
診
断

費
用
の
１
／
２
で
上
限
５
万
円

耐
震
改
修
　

費
用
の
23
／
１
０
０
で
上
限
20
万
円

そ
の
他

　
補
助
金
の
交
付
に
は
、
そ
の
他

の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
の
実
施
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
す
で
に
着
手
さ
れ
た
方
は
補
助

の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

公務員の方の児童手当

問合先　こども支援課子育て支援担当

　
令
和
２
年
４
月
１
日
付
け
で
公

務
員
に
な
っ
た
方
、
公
務
員
を
退

職
さ
れ
る
方
、
独
立
行
政
法
人
に

出
向
さ
れ
る
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
必
ず
４
月
30
日
㈭
ま
で
に
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
が
遅
れ
、
過
払
い
に
な

っ
た
場
合
は
、
返
還
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

市
で
の
手
続
き

１
　
認
定
請
求
手
続
き

　
印
鑑
、
受
給
者
本
人
の
健
康
保

険
証
、
受
給
者
名
義
の
口
座（
銀

行
名
・
支
店
名
・
口
座
番
号
）が

分
か
る
も
の
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

分
か
る
も
の（
個
人
番
号
カ
ー
ド
、

通
知
カ
ー
ド
な
ど
）

２
　
消
滅
手
続
き

　
持
ち
物
は
あ
り
ま
せ
ん
。

勤
務
先
で
の
手
続
き

　
各
勤
務
先
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

「空き家」のご相談・困りごと

問合先　都市計画課開発建築担当

鶴ヶ島市空き家バンク

宅建協会埼玉西部支部

物件
募集

情報
発信

現地
調査

媒介
業務

物件登録 利用申込み貸したい人
売りたい人

空き家を
借りたい人
買いたい人

空き家を

空き家バンク事業協定締結
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障害者手当などのお知らせ

問合先　障害者福祉課障害者福祉担当

　
市
で
は
、
次
の
よ
う
な
手
当
の

支
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
①
、
②
、
③
の
手
当
の
申
請
は
、

専
用
の
診
断
書
の
提
出
が
必
要
で

す
。

　
な
お
、
４
月
よ
り
手
当
額
が
改

定
さ
れ
ま
し
た
。

①
特
別
障
害
者
手
当

対
象
　
20
歳
以
上
で
身
体
ま
た
は

精
神
の
重
度
の
障
害
に
よ
り
、
日

常
生
活
で
常
時
特
別
の
介
護
が
必

要
な
状
態
に
あ
る
方
。
た
だ
し
、

施
設
に
入
所
中
の
方
、
３
か
月
以

上
継
続
し
て
病
院
ま
た
は
診
療
所

に
入
院
し
て
い
る
方
は
、
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

手
当
額
　
月
額
２
万
７
３
５
０
円

※
　
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

②
障
害
児
福
祉
手
当

対
象
　
20
歳
未
満
で
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
・
２
級
の
一
部
、
療
育

手
帳
Ⓐ
を
持
っ
て
い
る
方
。
た
だ

し
、
施
設
に
入
所
中
の
方
は
、
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

手
当
額
　
月
額
１
万
４
８
８
０
円

※
　
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

③
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象
　
20
歳
未
満
で
障
害
の
程
度

が
お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
１

～
３
級
、
４
級
の
一
部
、
療
育
手

帳
Ⓐ
・
Ａ
・
Ｂ
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
１・
２
級
の
一
部
の

障
害
児
の
養
育
者
。
た
だ
し
、
障

害
児
が
施
設
入
所
中
の
方
は
、
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

手
当
額
　

重
度（
手
当
１
級
）

　
月
額
５
万
２
５
０
０
円

中
度（
手
当
２
級
）

　
月
額
３
万
４
９
７
０
円

※
　
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

④
在
宅
重
度
心
身
障
害
者
手
当

対
象
　
65
歳
未
満（
現
在
受
給
中

の
方
は
65
歳
以
上
も
含
む
）で
身

体
障
害
者
手
帳
が
１・
２
級
、
療

育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ
お
よ
び
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
方（
特

別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手

当
お
よ
び
経
過
措
置
に
よ
る
福
祉

手
当
の
受
給
者
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
入
所
者
は
除

き
ま
す
）

手
当
額
　
月
額
５
０
０
０
円

※�

　
市
県
民
税
が
課
せ
ら
れ
て
い

る
方
は
、
そ
の
年
の
８
月
分
か

ら
翌
年
の
７
月
分
ま
で
、
手
当

が
支
給
停
止
と
な
り
ま
す

障害福祉についての相談窓口が
あります

問合先　障害者福祉課障害者支援担当

人権擁護委員を紹介します

問合先　総務人権推進課人権推進担当

　
市
内
３
か
所
に
「
障
害
者
地
域

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り
ま

す
。

　
障
害
の
あ
る
方
、
そ
の
ご
家
族

や
関
係
者
な
ど
を
対
象
に
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
制
度
や
サ
ー
ビ

ス
の
説
明
、利
用
手
続
き
の
案
内
、

日
常
生
活
の
困
り
ご
と
な
ど
に
相

談
支
援
専
門
員
が
対
応
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
と
は

　
人
権
と
は
、
人
間
が
人
間
ら
し

く
生
き
て
い
く
権
利
で
、
全
て
の

人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
っ

て
い
る
権
利
で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持

ち
、
そ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
に
様
々
な
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
人
権

を
守
る
た
め
、
毎
日
の
暮
ら
し
の

中
で
起
こ
る
人
権
に
関
す
る
問
題

（
い
じ
め
、虐
待
、差
別
問
題
な
ど
）

に
対
し
、
法
務
局
や
市
役
所
な
ど

で
人
権
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　

三
ツ
木
16
―

１
市
役
所
６
階

☎
２
７
７・４
１
１
６

障
害
者
地
域
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
ゆ
み
　

藤
金
６
８
５
―

１

☎
２
７
９・５
２
３
３

障
害
者
地
域
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

ひ
る
が
お

脚
折
１
４
９
７
―

23

☎
２
９
８・４
９
４
７

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
市
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員
が
５
人
い

ま
す
。

内う
ち
だ田

　
広ひ
ろ
ゆ
き行
さ
ん

関せ
き
ぐ
ち口

　
博ひ
ろ
ゆ
き行
さ
ん

根ね
ぎ
し岸

　
芳よ
し
こ子
さ
ん

新あ
ら
い井

　
義よ
し
た
だ忠
さ
ん

木き

だ田
　
薫か
お
るさ
ん
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市
内
で
は
「
空
き
家
」
が
増
え

続
け
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
と
な
っ
て
か
ら
の
管
理

が
行
き
届
か
な
い
と
、
雑
草
や
庭

木
の
繁
茂
に
よ
り
、
近
隣
の
皆
さ

ん
に
迷
惑
が
か
か
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
空
き
家
周
辺
に
お
住
ま
い
の
皆

さ
ん
に
配
慮
し
、
適
正
に
管
理
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
空
き
家（
予
定
含
む
）に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
相

談
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

見
回
り
・
雑
草
の
除
草
・
樹
木
の

伐
採
な
ど
で
困
っ
た
と
き
は
・
・

　
市
で
は
、
空
き
家
の
適
正
な
管

理
の
促
進
の
た
め
に
、
空
き
家
の

管
理
に
つ
い
て（
公
社
）鶴
ヶ
島
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
協
定

を
締
結
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
合
先

（
公
社
）鶴
ヶ
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

脚
折
１
５
６
２
―

1

☎
２
８
５・８
１
７
２

空
き
家
を
売
り
た
い
、

貸
し
た
い
・
・

　
空
き
家
の
売
却
・
賃
貸
に
つ
い

て
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
と
は
、
空
き
家

を
売
却
・
賃
貸
し
た
い
方
か
ら
登

録
を
受
け
た
物
件
情
報
を
、
宅
地

建
物
取
引
業
者
を
媒
介
し
空
き
家

を
購
入
・
賃
借
し
た
い
方
に
紹
介

す
る
制
度
で
す
。

　
市
で
は
、
空
き
家
の
利
活
用
の

促
進
の
た
め
に
、（
公
社
）埼
玉
県

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
埼
玉
西
部

支
部
と
空
き
家
バ
ン
ク
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

住宅の耐震診断・耐震改修に 
補助金を交付

問合先　都市計画課開発建築担当

対
象

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
木
造
２
階
建
て
以
下
の

戸
建
住
宅
ま
た
は
兼
用
住
宅

　
耐
震
改
修
は
、
耐
震
診
断
に
よ

る
安
全
性
評
価
が
１�

・�

０
未
満

の
建
築
物

補
助
金
額（
予
算
の
範
囲
内
）

耐
震
診
断

費
用
の
１
／
２
で
上
限
５
万
円

耐
震
改
修
　

費
用
の
23
／
１
０
０
で
上
限
20
万
円

そ
の
他

　
補
助
金
の
交
付
に
は
、
そ
の
他

の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
の
実
施
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
す
で
に
着
手
さ
れ
た
方
は
補
助

の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

公務員の方の児童手当

問合先　こども支援課子育て支援担当

　
令
和
２
年
４
月
１
日
付
け
で
公

務
員
に
な
っ
た
方
、
公
務
員
を
退

職
さ
れ
る
方
、
独
立
行
政
法
人
に

出
向
さ
れ
る
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
必
ず
４
月
30
日
㈭
ま
で
に
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
が
遅
れ
、
過
払
い
に
な

っ
た
場
合
は
、
返
還
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

市
で
の
手
続
き

１
　
認
定
請
求
手
続
き

　
印
鑑
、
受
給
者
本
人
の
健
康
保

険
証
、
受
給
者
名
義
の
口
座（
銀

行
名
・
支
店
名
・
口
座
番
号
）が

分
か
る
も
の
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

分
か
る
も
の（
個
人
番
号
カ
ー
ド
、

通
知
カ
ー
ド
な
ど
）

２
　
消
滅
手
続
き

　
持
ち
物
は
あ
り
ま
せ
ん
。

勤
務
先
で
の
手
続
き

　
各
勤
務
先
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

「空き家」のご相談・困りごと

問合先　都市計画課開発建築担当

鶴ヶ島市空き家バンク

宅建協会埼玉西部支部

物件
募集

情報
発信

現地
調査

媒介
業務

物件登録 利用申込み貸したい人
売りたい人

空き家を
借りたい人
買いたい人

空き家を

空き家バンク事業協定締結

12

障害者手当などのお知らせ

問合先　障害者福祉課障害者福祉担当

　
市
で
は
、
次
の
よ
う
な
手
当
の

支
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
①
、
②
、
③
の
手
当
の
申
請
は
、

専
用
の
診
断
書
の
提
出
が
必
要
で

す
。

　
な
お
、
４
月
よ
り
手
当
額
が
改

定
さ
れ
ま
し
た
。

①
特
別
障
害
者
手
当

対
象
　
20
歳
以
上
で
身
体
ま
た
は

精
神
の
重
度
の
障
害
に
よ
り
、
日

常
生
活
で
常
時
特
別
の
介
護
が
必

要
な
状
態
に
あ
る
方
。
た
だ
し
、

施
設
に
入
所
中
の
方
、
３
か
月
以

上
継
続
し
て
病
院
ま
た
は
診
療
所

に
入
院
し
て
い
る
方
は
、
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

手
当
額
　
月
額
２
万
７
３
５
０
円

※
　
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

②
障
害
児
福
祉
手
当

対
象
　
20
歳
未
満
で
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
・
２
級
の
一
部
、
療
育

手
帳
Ⓐ
を
持
っ
て
い
る
方
。
た
だ

し
、
施
設
に
入
所
中
の
方
は
、
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

手
当
額
　
月
額
１
万
４
８
８
０
円

※
　
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

③
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象
　
20
歳
未
満
で
障
害
の
程
度

が
お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
１

～
３
級
、
４
級
の
一
部
、
療
育
手

帳
Ⓐ
・
Ａ
・
Ｂ
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
１・
２
級
の
一
部
の

障
害
児
の
養
育
者
。
た
だ
し
、
障

害
児
が
施
設
入
所
中
の
方
は
、
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

手
当
額
　

重
度（
手
当
１
級
）

　
月
額
５
万
２
５
０
０
円

中
度（
手
当
２
級
）

　
月
額
３
万
４
９
７
０
円

※
　
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

④
在
宅
重
度
心
身
障
害
者
手
当

対
象
　
65
歳
未
満（
現
在
受
給
中

の
方
は
65
歳
以
上
も
含
む
）で
身

体
障
害
者
手
帳
が
１・
２
級
、
療

育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ
お
よ
び
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
方（
特

別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手

当
お
よ
び
経
過
措
置
に
よ
る
福
祉

手
当
の
受
給
者
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
入
所
者
は
除

き
ま
す
）

手
当
額
　
月
額
５
０
０
０
円

※�

　
市
県
民
税
が
課
せ
ら
れ
て
い

る
方
は
、
そ
の
年
の
８
月
分
か

ら
翌
年
の
７
月
分
ま
で
、
手
当

が
支
給
停
止
と
な
り
ま
す

障害福祉についての相談窓口が
あります

問合先　障害者福祉課障害者支援担当

人権擁護委員を紹介します

問合先　総務人権推進課人権推進担当

　
市
内
３
か
所
に
「
障
害
者
地
域

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り
ま

す
。

　
障
害
の
あ
る
方
、
そ
の
ご
家
族

や
関
係
者
な
ど
を
対
象
に
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
制
度
や
サ
ー
ビ

ス
の
説
明
、利
用
手
続
き
の
案
内
、

日
常
生
活
の
困
り
ご
と
な
ど
に
相

談
支
援
専
門
員
が
対
応
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
と
は

　
人
権
と
は
、
人
間
が
人
間
ら
し

く
生
き
て
い
く
権
利
で
、
全
て
の

人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
っ

て
い
る
権
利
で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持

ち
、
そ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
に
様
々
な
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
人
権

を
守
る
た
め
、
毎
日
の
暮
ら
し
の

中
で
起
こ
る
人
権
に
関
す
る
問
題

（
い
じ
め
、虐
待
、差
別
問
題
な
ど
）

に
対
し
、
法
務
局
や
市
役
所
な
ど

で
人
権
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　

三
ツ
木
16
―

１
市
役
所
６
階

☎
２
７
７・４
１
１
６

障
害
者
地
域
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
ゆ
み
　

藤
金
６
８
５
―

１

☎
２
７
９・５
２
３
３

障
害
者
地
域
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

ひ
る
が
お

脚
折
１
４
９
７
―

23

☎
２
９
８・４
９
４
７

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
市
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員
が
５
人
い

ま
す
。

内う
ち
だ田

　
広ひ
ろ
ゆ
き行
さ
ん

関せ
き
ぐ
ち口

　
博ひ
ろ
ゆ
き行

さ
ん

根ね
ぎ
し岸

　
芳よ
し
こ子
さ
ん

新あ
ら
い井

　
義よ
し
た
だ忠
さ
ん

木き

だ田
　
薫か
お
るさ
ん
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坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防
組
合
で
は
、

４
月
20
日
か
ら
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始

し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
聴
覚
や
言
語
障

害
な
ど
で
音
声
に
よ
る
緊
急
通
報

が
困
難
な
方
が
、
携
帯
電
話
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
機
能
を
使
用
し
、
簡
単
な
画
面

操
作
で
１
１
９
番
通
報
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
通
報
で
き
る

の
は
、
事
前
に
登
録
し
た
方
が
対

象
で
す
。

主
な
機
能

・�

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
に
よ
り
外
出
先
か

ら
の
通
報
で
も
素
早
く
災
害
現

場
を
特
定
し
ま
す
。

・�

チ
ャ
ッ
ト
機
能
に
文
字
や
写
真

を
送
信
し
、
正
確
な
情
報
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
方
法

　
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
届
出
書
に
必
要
事
項
を

記
載
し
た
も
の
と
、
携
帯
電
話
ま

た
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
参

し
、
消
防
本
部
指
令
課
に
お
越
し

頂
く
か
、
も
し
く
は
、
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
方

法
で
、
ご
自
身
の
携
帯
電
話
な
ど

を
使
用
し
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
開
始
日
は
、
４
月
20
日
か

ら
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
ｗ
ｅ
ｂ
１
１
９
番
は
、

令
和
２
年
６
月
30
日
を
も
っ
て
、

サ
ー
ビ
ス
を
終
了
し
ま
す
。

組合HP

つるバス・つるワゴン特別乗車証の交付

問合先　健康長寿課、障害者福祉課

　
つ
る
バ
ス
・
つ
る
ワ
ゴ
ン
特
別

乗
車
証（
高
齢
者
・
障
害
者
）の
交

付
は
、
４
月
１
日
㈬
よ
り
下
記
の

と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

対
象
者

高
齢
者
　
70
歳
以
上
の
方

障
害
者
　
身
体
障
害
者
手
帳
、
療

育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
の
所
持
者
、
難
病
の
方

鶴ヶ島資機材2号車(資機材搬送車)を 
新規配備！
問合先　坂戸・鶴ヶ島消防組合消防本部警防課☎281・3116�

　
坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防
組
合
で
は
、

鶴
ヶ
島
消
防
署
に
鶴
ヶ
島
資
機
材

２
号
車
を
新
規
配
備
し
、
運
用
を

開
始
し
ま
し
た
。

　
資
機
材
車
は
、
ア
ル
ミ
バ
ン
仕

様
で
後
方
に
は
引
出
し
リ
フ
ト
が

つ
い
て
お
り
、
資
機
材
を
容
易
に

積
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
積
載
量
と
し
て
２
ｔ
ま

で
資
機
材
を
積
む
こ
と
が
で
き
、

懸
念
さ
れ
て
い
る
大
地
震
や
台
風

な
ど
の
大
災
害
時
に
は
、
大
量
の

資
機
材
を
現
場
に
投
入
す
る
こ
と

が
で
き
、
円
滑
か
つ
効
果
的
な
活

用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ＮＥＴ119緊急通報システム運用開始
問合先　坂戸・鶴ヶ島消防組合消防本部指令課�☎281・3495、�

5284・9900、 shirei@sakatsuru119.jp

受付場所 受付時間 月曜日 火～
金曜日 土曜日 日曜日

・祝日
市役所	

2階	健康長寿課
1階	障害者福祉課

8時30分～
17時15分 〇 〇 × ×

若葉駅前出張所 9時～
17時30分 〇 〇※ × ×

各市民センター 9時～
17時15分 × 〇 〇 ×

※　木曜日のみ、9時から21時まで受付

14

監査委員は市の事務をチェックします

問合先　監査委員事務局

春の全国交通安全運動を実施します

問合先　安心安全推進課交通安全・防犯担当

　
監
査
制
度
の
目
的
は
、
市
の
財

務
会
計
事
務
や
事
務
事
業
の
執
行

が
、
公
正
で
合
理
的
か
つ
効
率
的

に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
を
監
査

し
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
こ
と

に
よ
り
、
行
財
政
運
営
の
健
全
性

と
透
明
性
を
確
保
し
、
市
民
福
祉

の
増
進
と
市
政
へ
の
信
頼
確
保
に

努
め
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
監
査
委
員
は
、
地
方
自
治
法
の

規
定
に
基
づ
く
必
置
機
関
で
、
そ

の
法
定
数
は
原
則
２
人
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
監
査
の
種
類
は
、
監
査
計
画
を

定
め
て
行
う
監
査
と
市
民
や
議
会

の
請
求
、
市
長
の
要
求
な
ど
に
よ

り
行
う
監
査
が
あ
り
ま
す
。

※�

　
監
査
結
果
は
、
随
時
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
ま
す

　
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け

る
こ
と
に
よ
り
交
通
事
故
を
防
止

す
る
た
め
、
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
近
年
、
自
転
車
の
危
険
運
転
が

目
立
ち
ま
す
。
万
が
一
、
歩
行
者

と
衝
突
し
て
し
ま
っ
た
際
に
は
、

相
手
の
命
を
奪
っ
た
り
、
大
け
が

を
負
わ
せ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
可

能
性
が
十
分
に
あ
る
と
い
う
こ
と

を
、
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
信

号
の
変
わ
り
目
な
ど
は
特
に
、
ス

ピ
ー
ド
を
出
し
て
交
差
点
を
通
過

す
る
自
転
車
が
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、

車
両
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
し
っ

か
り
持
ち
、
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

守
っ
た
安
全
な
利
用
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　
昨
年
、
滋
賀
県
大
津
市
で
、
信

号
待
ち
を
し
て
い
る
保
育
園
児
が

事
故
に
あ
う
非
常
に
痛
ま
し
い
事

故
が
発
生
し
ま
し
た
。
少
し
の
注

意
を
怠
っ
た
結
果
、
思
わ
ぬ
と
こ

ろ
に
ま
で
事
故
の
被
害
が
及
ん
で

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
交
差

点
で
は
、
信
号
だ
け
で
な
く
、
周

囲
の
状
況
に
常
に
気
を
配
り
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
歩
行
者
が
横
断
歩

道
を
渡
ろ
う
と
し
て
い
る
と
き

は
、
車
両
は
停
止
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

悲
惨
な
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　
４
月
は
新
生
活
の
始
ま
る
季
節

で
す
。
ど
こ
か
気
持
ち
が
慌
た
だ

し
く
な
り
、
運
転
中
に
気
が
そ
れ

て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
時
間
と
心

に
余
裕
を
持
ち
、
運
転
に
集
中
で

き
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
生

活
道
路
に
は
、
飛
び
出
し
な
ど
の

危
険
も
多
く
潜
ん
で
い
ま
す
。
い

つ
も
通
る
道
ほ
ど
気
が
緩
み
、
安

全
確
認
を
怠
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
常
に
あ
ら
ゆ
る
危
険
を
予
測

し
な
が
ら
運
転
し
、
確
実
な
安
全

確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

実
施
期
間

４
月
６
日
㈪
か
ら
15
日
㈬
ま
で
の

10
日
間

市
運
動
重
点

自
転
車
利
用
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

令和2年度監査実施予定
種　類 事　務　の　内　容 予　定

例月出納検査 会計管理者の行う出納事務が適正に行われてい
るか、検査を実施します。 	毎　月

定 例 監 査 各課の財務会計事務を中心として、その執行が
適正に行われているかを監査します。 10～2月

工 事 監 査
定例監査の一環として、請負契約の金額が原則
1000万円以上となる工事の中から監査を実施し
ます。

随　時

財政援助団体など
に対する監査

市が財政的援助を行っている団体または市の施
設の管理運営を委託している指定管理者に対し、
補助金や委託金が適正に使用されているかなど
を監査します。

10・11月

決 算 審 査 一般会計および特別会計(国民健康保険特別会計
など)の歳入歳出決算について、審査します。 6～7月

基金運用状況審査 決算審査に併せ、定額の資金を運用する基金に
ついて、その運用状況を審査します。 6～7月

財政健全化審査
「財政健全化法」に基づく健全化判断比率(実質
赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率
および将来負担比率)およびその資料が適正に算
定されているかを審査します。

8月
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市政情報

　
坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防
組
合
で
は
、

４
月
20
日
か
ら
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始

し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
聴
覚
や
言
語
障

害
な
ど
で
音
声
に
よ
る
緊
急
通
報

が
困
難
な
方
が
、
携
帯
電
話
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
機
能
を
使
用
し
、
簡
単
な
画
面

操
作
で
１
１
９
番
通
報
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
通
報
で
き
る

の
は
、
事
前
に
登
録
し
た
方
が
対

象
で
す
。

主
な
機
能

・�

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
に
よ
り
外
出
先
か

ら
の
通
報
で
も
素
早
く
災
害
現

場
を
特
定
し
ま
す
。

・�

チ
ャ
ッ
ト
機
能
に
文
字
や
写
真

を
送
信
し
、
正
確
な
情
報
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
方
法

　
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
届
出
書
に
必
要
事
項
を

記
載
し
た
も
の
と
、
携
帯
電
話
ま

た
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
参

し
、
消
防
本
部
指
令
課
に
お
越
し

頂
く
か
、
も
し
く
は
、
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
方

法
で
、
ご
自
身
の
携
帯
電
話
な
ど

を
使
用
し
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
開
始
日
は
、
４
月
20
日
か

ら
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
ｗ
ｅ
ｂ
１
１
９
番
は
、

令
和
２
年
６
月
30
日
を
も
っ
て
、

サ
ー
ビ
ス
を
終
了
し
ま
す
。

組合HP

つるバス・つるワゴン特別乗車証の交付

問合先　健康長寿課、障害者福祉課

　
つ
る
バ
ス
・
つ
る
ワ
ゴ
ン
特
別

乗
車
証（
高
齢
者
・
障
害
者
）の
交

付
は
、
４
月
１
日
㈬
よ
り
下
記
の

と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

対
象
者

高
齢
者
　
70
歳
以
上
の
方

障
害
者
　
身
体
障
害
者
手
帳
、
療

育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
の
所
持
者
、
難
病
の
方

鶴ヶ島資機材2号車(資機材搬送車)を 
新規配備！
問合先　坂戸・鶴ヶ島消防組合消防本部警防課☎281・3116�

　
坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防
組
合
で
は
、

鶴
ヶ
島
消
防
署
に
鶴
ヶ
島
資
機
材

２
号
車
を
新
規
配
備
し
、
運
用
を

開
始
し
ま
し
た
。

　
資
機
材
車
は
、
ア
ル
ミ
バ
ン
仕

様
で
後
方
に
は
引
出
し
リ
フ
ト
が

つ
い
て
お
り
、
資
機
材
を
容
易
に

積
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
積
載
量
と
し
て
２
ｔ
ま

で
資
機
材
を
積
む
こ
と
が
で
き
、

懸
念
さ
れ
て
い
る
大
地
震
や
台
風

な
ど
の
大
災
害
時
に
は
、
大
量
の

資
機
材
を
現
場
に
投
入
す
る
こ
と

が
で
き
、
円
滑
か
つ
効
果
的
な
活

用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ＮＥＴ119緊急通報システム運用開始
問合先　坂戸・鶴ヶ島消防組合消防本部指令課�☎281・3495、�

5284・9900、 shirei@sakatsuru119.jp

受付場所 受付時間 月曜日 火～
金曜日 土曜日 日曜日

・祝日
市役所	

2階	健康長寿課
1階	障害者福祉課

8時30分～
17時15分 〇 〇 × ×

若葉駅前出張所 9時～
17時30分 〇 〇※ × ×

各市民センター 9時～
17時15分 × 〇 〇 ×

※　木曜日のみ、9時から21時まで受付

14

監査委員は市の事務をチェックします

問合先　監査委員事務局

春の全国交通安全運動を実施します

問合先　安心安全推進課交通安全・防犯担当

　
監
査
制
度
の
目
的
は
、
市
の
財

務
会
計
事
務
や
事
務
事
業
の
執
行

が
、
公
正
で
合
理
的
か
つ
効
率
的

に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
を
監
査

し
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
こ
と

に
よ
り
、
行
財
政
運
営
の
健
全
性

と
透
明
性
を
確
保
し
、
市
民
福
祉

の
増
進
と
市
政
へ
の
信
頼
確
保
に

努
め
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
監
査
委
員
は
、
地
方
自
治
法
の

規
定
に
基
づ
く
必
置
機
関
で
、
そ

の
法
定
数
は
原
則
２
人
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
監
査
の
種
類
は
、
監
査
計
画
を

定
め
て
行
う
監
査
と
市
民
や
議
会

の
請
求
、
市
長
の
要
求
な
ど
に
よ

り
行
う
監
査
が
あ
り
ま
す
。

※�

　
監
査
結
果
は
、
随
時
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
ま
す

　
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け

る
こ
と
に
よ
り
交
通
事
故
を
防
止

す
る
た
め
、
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
近
年
、
自
転
車
の
危
険
運
転
が

目
立
ち
ま
す
。
万
が
一
、
歩
行
者

と
衝
突
し
て
し
ま
っ
た
際
に
は
、

相
手
の
命
を
奪
っ
た
り
、
大
け
が

を
負
わ
せ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
可

能
性
が
十
分
に
あ
る
と
い
う
こ
と

を
、
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
信

号
の
変
わ
り
目
な
ど
は
特
に
、
ス

ピ
ー
ド
を
出
し
て
交
差
点
を
通
過

す
る
自
転
車
が
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、

車
両
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
し
っ

か
り
持
ち
、
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

守
っ
た
安
全
な
利
用
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　
昨
年
、
滋
賀
県
大
津
市
で
、
信

号
待
ち
を
し
て
い
る
保
育
園
児
が

事
故
に
あ
う
非
常
に
痛
ま
し
い
事

故
が
発
生
し
ま
し
た
。
少
し
の
注

意
を
怠
っ
た
結
果
、
思
わ
ぬ
と
こ

ろ
に
ま
で
事
故
の
被
害
が
及
ん
で

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
交
差

点
で
は
、
信
号
だ
け
で
な
く
、
周

囲
の
状
況
に
常
に
気
を
配
り
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
歩
行
者
が
横
断
歩

道
を
渡
ろ
う
と
し
て
い
る
と
き

は
、
車
両
は
停
止
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

悲
惨
な
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　
４
月
は
新
生
活
の
始
ま
る
季
節

で
す
。
ど
こ
か
気
持
ち
が
慌
た
だ

し
く
な
り
、
運
転
中
に
気
が
そ
れ

て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
時
間
と
心

に
余
裕
を
持
ち
、
運
転
に
集
中
で

き
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
生

活
道
路
に
は
、
飛
び
出
し
な
ど
の

危
険
も
多
く
潜
ん
で
い
ま
す
。
い

つ
も
通
る
道
ほ
ど
気
が
緩
み
、
安

全
確
認
を
怠
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
常
に
あ
ら
ゆ
る
危
険
を
予
測

し
な
が
ら
運
転
し
、
確
実
な
安
全

確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

実
施
期
間

４
月
６
日
㈪
か
ら
15
日
㈬
ま
で
の

10
日
間

市
運
動
重
点

自
転
車
利
用
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

令和2年度監査実施予定
種　類 事　務　の　内　容 予　定

例月出納検査 会計管理者の行う出納事務が適正に行われてい
るか、検査を実施します。 	毎　月

定 例 監 査 各課の財務会計事務を中心として、その執行が
適正に行われているかを監査します。 10～2月

工 事 監 査
定例監査の一環として、請負契約の金額が原則
1000万円以上となる工事の中から監査を実施し
ます。

随　時

財政援助団体など
に対する監査

市が財政的援助を行っている団体または市の施
設の管理運営を委託している指定管理者に対し、
補助金や委託金が適正に使用されているかなど
を監査します。

10・11月

決 算 審 査 一般会計および特別会計(国民健康保険特別会計
など)の歳入歳出決算について、審査します。 6～7月

基金運用状況審査 決算審査に併せ、定額の資金を運用する基金に
ついて、その運用状況を審査します。 6～7月

財政健全化審査
「財政健全化法」に基づく健全化判断比率(実質
赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率
および将来負担比率)およびその資料が適正に算
定されているかを審査します。

8月
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第36回鶴ヶ島桜まつり
中止のお知らせ

新型コロナウイルスの感染拡大を
防ぐため、3月21日〜4月5日のラ
イトアップと4月4日、5日のイベ
ントは中止させていただきます。
ご理解のほどお願いいたします。
問　産業振興課商工労政担当

5月2日(土)
市民課業務の一部停止

5月2日(土)は、個人番号カードシ
ステムのメンテナンス作業により、
マイナンバーカードの交付手続き
などができません(マイナンバーカ
ードを利用した特例転入はできま
す)。詳細は、お問い合わせください。
問　市民課住民記録担当

つるバス・つるワゴンの
円滑な乗車について

◆　通過予定時刻に余裕を持って、
停留所のすぐそばでお待ちいただ
くようお願いします。
◆　車両が停留所に近づいたら、
手を挙げるなど、できる範囲で運
転手へ合図をお願いします。
安全な車両の停車や通過防止につ
ながるため、ご協力をお願いします。
問　都市計画課交通政策担当

お知らせ

Infor-
mation

募　　集
遺跡発掘調査の作業員登録者

発掘調査の規模に応じて登録者に
連絡し、作業していただきます。
期　発掘調査の期間による(1か所
あたり1〜2か月程度)
時間　9時〜15時(12時〜13時を
除く)
場　市内の発掘調査現場
時給　988円
問　市遺跡調査会☎285・8262

「中学生社会体験チャレンジ」
受け入れ先事業所

令和2年度も中学校で「社会体験
チャレンジ」を行うため、ご協力
いただける事業所を募集していま
す。ご協力いただける場合は、お
近くの中学校へご連絡ください。
問　市内中学校

児童館の閉館時間が変わります

4〜9月の児童館の閉館時間が17
時30分になります。
問　脚折児童館☎287・0270、
上広谷児童館☎287・1732、大
橋児童館☎286・0007、西児童
館☎285・7048

運動公園(多目的広場B)の利用
について

運動公園の多目的広場Bは、これ
まで予約手続きの上、ご利用いた
だいていましたが、当面の間、予
約手続きをすることなく利用でき
ます(市の事業や清掃などの管理
上利用できない日を除く)。どな
たでもお気軽にご利用ください。
問　都市計画課公園保全担当

広告

3月29日・4月5日の日曜日は、転出入などの窓口を開庁します

新型コロナウイルス感染拡大防止対策とし
て、土曜開庁の混雑を緩和させるために、日
曜日午前中の窓口を開庁します。
日　3月29日(日)、4月5日(日)8時30分〜12時
対象手続き　転出入などの住民異動手続き
開庁課　市民課、保険年金課(国民健康保険の
み)、こども支援課、学校教育課
また、来庁しないでできる、郵送による転出手続きもご利用ください。
郵送時に同封していただくもの
・転出証明書交付申請書
・本人確認書類の写し
・返信用封筒(切手を貼付したもの)　
問　市民課住民記録担当 詳細はこちら
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脚
す ね お り あ ま ご い

折雨乞の開催に向け、クラウドファンディングを実施します！ 

問合先　産業振興課商工労政担当 

　
今
年
の
９
月
13
日
㈰
に
開

催
さ
れ
る
「
脚
折
雨
乞
」、
お

よ
び
賑
わ
い
創
出
に
係
る
費

用
に
つ
い
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
ま
す
。

　
４
月
3
日
㈮
10
時
よ
り
、

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
　

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
」
サ
イ
ト
内
に

て
、
寄
附
の
受
付
を
開
始
し

ま
す
。 

受
付
サ
イ
ト

https://w
w

w
.furusato-

tax.jp/gcf/781

　
こ
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
を
活
用
す
る
た
め
、
市

民
の
方
に
対
し
て
は
返
礼
品

の
送
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
国
道
渡と
ぎ
ょ御

撮
影

ス
ポ
ッ
ト
入
場
権
お
よ
び
特

別
観
覧
席
入
場
権
は
受
け
付

け
ら
れ
る
仕
組
み
と
し
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
寄
附
は
、
原

則
と
し
て
自
己
負
担
額
の

２
０
０
０
円
を
除
い
た
全
額

が
翌
年
度
「
税
控
除
の
対
象(

収
入
や
家
族
構
成
な
ど
に
応

じ
て
一
定
の
上
限
が
あ
り
ま

す)

」
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

鶴
ヶ
島
市
民
の
方

　
国
道
渡
御
撮
影
ス
ポ
ッ
ト

入
場
権(

２
万
円)

、
特
別
観

覧
席
入
場
券(

５
万
円)

、
そ

の
他
ご
厚
意
の
寄
附
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

鶴
ヶ
島
市
民
以
外
の
方

　
前
記
の
ほ
か
、
雨
乞
Ｂ
Ｏ

Ｘ
【
焼
き
菓
子
詰
め
合
わ
せ
】

(

５
０
０
０
円)

、
雨
乞
い
ポ

ロ
シ
ャ
ツ(
１
万
円)

、
東
武

東
上
線
Ｎ
ゲ
ー
ジ
運
転
セ
ッ

ト
・
展
示
セ
ッ
ト(
７
万
円
・

10
万
円)

な
ど
を
ご
用
意
し
て

い
ま
す
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

導
入
の
経
緯

　
今
回
の
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
年

と
脚
折
雨
乞
の
開
催
年
が
重

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
、
資
材

経
費
や
警
備
員
経
費
が
高
騰

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
受
け
、

そ
の
開
催
費
用
に
つ
い
て
財

源
確
保
を
目
的
と
し
て
実
施

し
ま
す
。

　
本
来
、
一
般
財
源(

市
税
な

ど)

で
も
開
催
す
る
予
定
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
一
般
財
源

の
抑
制
を
図
る
た
め
、
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
て

よ
り
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
共
感
し
た
方
の
寄
附
を

募
る
も
の
で
す
。

広告




